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平
成
２３
年
１
月
２０
日
（
木
） 

天
候  
快
晴 

訪
問
ル
ー
ト 

阪
急
富
田
駅
→

西
部
地
域
保
険
セ
ン
タ
ー
→
ひ

か
り
診
療
所
→
高
槻
市
立
富
田

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
→
富
田
保

育
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

→
ひ
か
り
湯
→
因
光
寺
→
寿
酒

造
→
普
門
寺
→
つ
な
が
り

(SUNNY
 
SPOT)

→
富
田
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
→
富
田
青

少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
→
大
宅
壮

一
碑
→
ど
ん
ど
（
ど
ん
ど
ん
）

→
天
神
社
跡
（
昭
和
台
）
→
慶

瑞
寺
→
五
社
水
路
→
阪
急
富
田

駅 ①
高
槻
市
立
富
田
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー 

職
員 

横
山 

勝
一

（
交
遊
亭
楽
笑
）
氏
に
館
内
の

説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

②
つ
な
が
り(SUNNY 

SPOT)

で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
休
憩
）
大

寒
な
の
で
暖
を
と
り
コ
ー
ヒ

ー
・
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
楽
し
む 

③
慶
瑞
寺 

慶
瑞
寺
の
坊
守
さ

ん
に
本
殿
を
開
け
て
頂
き
説
明

も
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

各
施
設
と
も
に
本
当
に
有
り
難

う
御
座
い
ま
し
た
。 

西
部
地
域
保
険
セ
ン
タ
ー 

高
槻
市
立
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
附
属
施
設
と
し
て
置

か
れ
て
い
ま
す
。 

健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
健
康

診
査
等
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総

合
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

高
い
駐
車
タ
ワ
ー
が
目
印
で
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
や
お
子

さ
ま
の
予
防
接
種
な
ど
、
母
子

保
健
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

ひ
か
り
診
療
所 

 

ひ
か
り
診
療
所
は
、
地
域
住

民
の
健
康
確
保
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
慢
性
疾
患

を
対
象
と
し
た
一
般
診
療
お
よ

び
検
診
業
務
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

２
０
０
３
年
４
月
よ
り
、
財
団

法
人 

大
阪
府
三
島
救
急
医
療

セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

診
療
科
目
：
内
科
、
外
科
、
小

児
科
、
眼
科
、
歯
科
が
あ
り
、

い
つ
も
多
く
の
通
院
者
が
来
て

い
ま
す
。 

 

富
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

ひ
か
り
荘 

市
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

60
歳
以
上
の
人
が
、健
康
で
明

る
い
生
活
を
営
ま
れ
る
よ
う

に
、
各
種
の
相
談
を
は
じ
め
、

健
康
増
進
、
教
養
の
向
上
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

事
業
を
行
い
、
広
く
市
民
と
高

齢
者
と
の
親
睦
の
場
、
憩
い
の

場
と
し

て
設
置

さ
れ
て

い
ま
す
。 

急
激
な

高
齢
化

社
会
に

於
い
て
、

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
よ
り
有
効
に

活
用
出
来
る
よ
う
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

市
内
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
な
が
ら
、
親
ど
う
し
が
交

流
で
き
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
５
か
所
あ
り
、
親
子
で

楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

や
子
育
て
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
経

験
し
た
り
、
悩
み
や
情
報
を
交

換
し
な
が
ら
、
楽
し
く
子
育
て

出
来
る
よ
う
に
・
・
・
。 

富
田
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー 

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

に
作
ら
れ
た
セ
ン
タ
ー
。
児
童

館
も
あ
る
。 

大
宅
壮
一
碑 

「
マ
ス
コ
ミ
の
帝
王
」
大
宅
壮

一
顕
彰
碑
が
、
大
阪
府
高
槻
市

冨
田
（
と
ん
だ
）
町
６
丁
目
の

生
家
近
く
の
府
道
わ
き
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
有
志
に
よ
る
「
大
宅
壮
一

顕
彰
碑
を
建
て
る
会
」
に
よ
り
、

大
宅
壮
一
氏
直
筆
の
「
美
し
い

バ
ラ
は
野
茨
の
根
の
上
に
咲

く
」
と
い
う
言
葉
が
自
然
石
の

碑
に
彫
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

大
宅 

壮
一
は
、富
田
に
生
ま
れ
、

実
家
の
醤
油
屋
を
手
伝
い
な

が
ら
富
田
尋
常
小
学
校
に
通

っ
た
。 

壮
一
氏
は
、
当
時
か
ら
雑
誌
に

作
文
や
短
歌
な
ど
を
投
稿
す

る
文
学
少
年
だ
っ
た
。 

慶
瑞
寺 

持
統
天
皇
８
年
（
６
９
４

年
）
に
、
僧
道
昭
が
創
建
し
た

と
い
う
。
当
初
は
法
相
宗
に
属

し
て
、
景
瑞
寺
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

江
戸
時
代
初
期
に
は
荒
廃
し
、

寺
で
は
な
く
景
瑞
庵
と
呼
ば

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
が
、

寛
文
元
年
（
１
６
６
１
年
）
頃
、

隠
元
隆
琦
の
弟
子
で
あ
り
、
黄

檗
宗
大
本
山
で
あ
る
萬
福
寺

創
建
に
尽
力
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
普
門
寺
の
僧
、
龍
渓

性
潜
が
入
山
し
て
寺
号
を
慶

瑞
寺
と
改
め
再
興
し
た
。 

江
戸
時
代
に
は
、
寛
政
10

年
（
１
７
９
９
年
）
に
発
行

さ
れ
た
『
摂
津
名
所
図
会
』

で
、
萬
福
寺
の
末
寺
と
し
て

栄
え
た
慶
瑞
寺
が
観
光
名

所
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。 

木
造
菩
薩
坐
像
は
、
１
９
８

９
年
６
月
12
日
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

像
高
５
７
．
４
cm
。
作
風

か
ら
８-

９
世
紀
の
作
と
推

定
さ
れ
る
。
切
れ
長
の
眼
と

眉
、
細
身
の
体
躯
な
ど
、
特

異
な
作
風
を
示
す
。
伝
来
は

不
明
で
あ
る
が
、
寛
文
５
年

（
１
６
６
５
年
）、
後
水
尾

法
皇
よ
り
念
持
仏
の
「
香
木

観
音
」
が
慶
瑞
寺
に
寄
進
さ

れ
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
、

そ
れ
が
本
像
に
あ
た
る
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

本
来
、
観
音
菩
薩
と
し
て
造

立
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か

は
不
明
の
た
め
、
文
化
財
指

定
名
称
は
単
に
「
菩
薩
」
坐

像
と
な
っ
て
い
る
。 
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３月度行事予定 
" 新たな福祉のまち：郡家本町 " 

月 日：平成２３年３月１７日（木日曜日）  

集合場所：ＪＲ摂津富田駅北  

高槻市営バス乗り場① 10：00発 南平台経由奈佐原行き 

下車バス停：二中西 

（現地集合場所：ぷれいすBe 10:15） 

訪 問 先： 高槻地域生活総合支援センター「ぷれいすBe」 

高槻市立療育園（肢体不自由児通園施設） 

 

２月度行事予定 

淀川に春の訪れを告げる春の恒例行事 

“ 鵜殿のヨシ焼き”：道鵜町” 

月 日 ：平成２３年２月２０日（日曜日）予定 

集 合 場 所 ：ＪＲ高槻駅南口 高槻市営バス⑤乗り場 ８：３０  

順 路 ：ＪＲ高槻駅⑤乗り場系統12番：8:35道鵜町行き乗車、「道

鵜町」で下車。徒歩約10分 淀川堤防へ 

そ の 他 ：１）年一度の行事です。 

２）雨天・強風の場合は延期（３月１３日（日）予定） 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 

〝 

福
祉
と
歴
史
の
ま
ち
散
策
〝
富
田
町
・
昭
和
台
町 

 


